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 我が国の合計特殊出生率は，2005 年に過去最低の 1.26 を更新してから横ばいもしくは
微増傾向で，2016 年は 1.44 と依然として低い水準にあり，長期的な少子化の傾向が継続
している 1)。出生数についても，2016 年は 97 万 6,979 人で，前年より 2 万 8,698 人減
少した 1)。出生率の低下，出生数の減少の原因として非婚化と晩婚化が挙げられる。男女
ともに平均初婚年齢が年々上昇し，第 1 子出生時の母親の平均年齢は 30.6 歳と，子どもを
初めて産むときの平均年齢が 30 歳代に達した（図 1）。 
 
また，生まれた子どもの母親の年齢については，20 歳代が 35.3%と年々低下している一
方で，1980 年では 3.7%に過ぎなかった 35～39 歳の割合が 22.5%となった 2)。このように，
晩婚化に伴い出産年齢の高齢化，すなわち晩産化が進んでいる状況にある。 
 国立社会保障・人口問題研究所の調査結果 3)によると，結婚している夫婦が理想とする
子どもの人数は 2.42 人とするものの，予定する子どもの人数は 2.07 人にとどまっている。


















































（出典：平成 29 年版男女共同参画白書） 



























































































































（出典：平成 28 年 国民生活基礎調査の概況） 










































しかし，国民の運動実践状況 50)をみると，運動習慣のある者（1 回 30 分以上の運動を
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調査協力の承諾が得られた A 県 2 市町の幼稚園 3 園および保育所 6 園に通園する 1 歳か
ら 6 歳児の母親を対象とした。1,139 人に質問紙調査を依頼し 761 人の回答が得られた（回
収率 66.8%）。このうち欠損の多い調査票を除き 739 人を分析対象とした（有効回答率
64.9%）。739 人のうち幼稚園を利用する母親は 373 人（50.5%），保育所を利用する母親は
366 人（49.5%）であった。  
 
2．調査期間 














 Breslow L ら 15)が報告した 7 つの健康習慣をもとに，健康生活習慣の実践に関する質問
















れ，信頼性，妥当性ともに確認されている 19)。21 項目について 4 件法で回答を求め，1 点
から 4 点に得点化し各因子で合計得点を算出した（『子どもの態度・行為への負担感』：5-20
点，それ以外の因子：4-16 点）。得点が高いほど各育児感情が高いことを示す。本研究に





「肩こり」「イライラ」「憂うつ」等の計 18 項目を設けた。過去 1 ヶ月間に自覚した症状の
強さを「なし」「弱」「中」「強」の 4 段階でたずね，「なし」を 0 点，「弱」を 1 点，「中」




精神的な健康状態を測るために，日本版精神健康調査票（The General Health Questionnaire，
以下 GHQ）を用いた  22)。本調査では GHQ60 の短縮版として高い妥当性と信頼性をもった
尺度である GHQ12 を使用した。2，3 週間前から現在の健康状態について 4 件法で回答を
求め，GHQ 採点法を用いて合計点を算出した（0-12 点）。得点が高いほど精神的健康度が




を示す 22)。4 点以上を示した者を「不健康」，3 点以下を「健康」とした。本研究における





を，その他には χ2 検定を用いて検討した。  
② 育児感情各因子得点について中央値および四分位範囲と併せて平均値±標準偏差を示
し，幼稚園と保育所の 2 群間で比較するために Mann-Whitney U 検定を用いた。  
③ 不定愁訴の各項目について有訴率を示し，不調の強さを示す得点について育児感情と
同様に Mann-Whitney U 検定を用いて幼稚園と保育所の 2 群間比較を行った。  































幼保 2 集団の違いはみられなかった。  











N Mean±SD or % N Mean±SD or % N Mean±SD or %
平均 732 36.02±4.67 369 36.40±4.55 363 35.64±4.77 a 0.028 *
20歳代 56 (7.7%) 19 (5.1%) 37 (10.2%)
30歳代 491 (67.1%) 246 (66.7%) 245 (67.5%)
40歳代以上 185 (25.3%) 104 (28.2%) 81 (22.3%)
平均 739 2.08±0.75 373 2.11±0.70 366 2.05±0.80 a 0.274
1人 146 (19.6%) 55 (14.7%) 91 (24.9%)
2人 419 (56.7%) 237 (63.5%) 182 (49.7%)
3人 148 (20.0%) 69 (18.5%) 79 (21.6%)
4人以上 26 (3.5%) 12 (3.2%) 14 (3.8%)
第1子年齢 平均 738 6.89±3.48 373 6.65±2.96 365 7.14±3.92 a 0.057
拡大家族 121 (16.4%) 58 (15.5%) 63 (17.3%)
核家族 617 (83.7%) 315 (84.5%) 302 (82.7%)
専業主婦 272 (36.8%) 254 (68.1%) 18 (4.9%)
正社員・正職員 120 (16.2%) 10 (2.7%) 110 (30.1%)
ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ 301 (40.7%) 94 (25.2%) 207 (56.6%)
その他 46 (6.2%) 15 (4.0%) 31 (8.5%)
いる 651 (88.3%) 325 (87.4%) 326 (89.3%)
いない 86 (11.7%) 47 (12.6%) 39 (10.7%)
健康生活習慣実践率
7-8時間の睡眠をとる 434 (58.8%) 222 (59.5%) 212 (58.1%) 0.692
朝食を毎日食べる 622 (84.4%) 334 (89.8%) 288 (78.9%) 0.000 **
間食をしない,時々食べる 413 (56.1%) 193 (52.0%) 220 (60.3%) 0.024 *
定期的に運動する 72 (9.8%) 47 (12.6%) 25 (6.8%) 0.008 **
飲酒しない,適度にする 644 (87.4%) 334 (89.5%) 310 (85.2%) 0.073
喫煙しない,やめた 651 (88.1%) 353 (94.6%) 298 (81.4%) 0.000 **









































N Mean±SD N Mean±SD N Mean±SD
(Median:IQR)b (Median:IQR)b p 値
育児感情得点
724 8.72±2.37 367 8.99±2.43 357 8.45±2.28
(9:7-11) (8:7-10) 0.002**
724 11.18±2.84 367 11.16±2.77 357 11.20±2.91
(11:9-13) (11:9-13) 0.949
育て方への不安感 724 10.47±2.62 367 10.26±2.53 357 10.69±2.69
(11:9-12) (11:9-12) 0.039*
育ちへの不安感 724 8.16±2.86 367 8.12±2.83 357 8.14±2.90
(8:6-10) (8:6-10) 0.739
育児への肯定感 724 13.81±2.12 367 13.85±2.01 357 13.77±2.23
(14:13-15) (14:13-16) 0.892























的健康度が低かった（p＜0.01）（表 2）。精神的健康度が不良状態であるとする 4 点以上を














疲労感 62.5 % 1.18 ±1.07 1.06 ±1.05 (1:0-2) < 1.30 ±1.08 (1:0-2) 0.002**
イライラ 60.3 % 1.21 ±1.16 1.14 ±1.15 (0:0-2) 1.29 ±1.17 (1:0-2) 0.149
肩こり 56.9 % 1.24 ±1.22 1.18 ±1.20 (1:0-2) 1.30 ±1.25 (1:0-3) 0.190
体のだるさ 55.7 % 0.93 ±0.98 0.85 ±0.94 (1:0-2) < 1.01 ±1.00 (1:0-2) 0.028*
冷え 52.6 % 1.07 ±1.17 0.99 ±1.16 (0:0-2) 1.15 ±1.18 (1:0-2) 0.051
頭痛・頭重感 49.6 % 0.95 ±1.12 0.86 ±1.09 (0:0-2) < 1.04 ±1.14 (1:1-2) 0.020*
目の疲れ 48.2 % 0.86 ±1.04 0.77 ±0.98 (0:0-1) < 0.95 ±1.09 (1:1-2) 0.042*
腰の痛み 48.1 % 0.92 ±1.10 0.79 ±1.06 (0:0-2) < 1.06 ±1.14 (1:1-2) 0.001**
胃のもたれ・痛み 34.3 % 0.56 ±0.87 0.49 ±0.83 (0:0-1) < 0.62 ±0.91 (0:0-1) 0.037*
憂うつ 32.5 % 0.51 ±0.85 0.42 ±0.78 (0:0-1) < 0.61 ±0.91 (0:0-1) 0.004**
むくみ 30.9 % 0.51 ±0.86 0.40 ±0.79 (0:0-0) < 0.62 ±0.93 (0:0-1) 0.000**
緊張 30.8 % 0.48 ±0.84 0.39 ±0.75 (0:0-1) < 0.57 ±0.91 (0:0-1) 0.011*
便秘 28.5 % 0.50 ±0.90 0.37 ±0.80 (0:0-0) < 0.62 ±0.97 (0:0-1) 0.000**
めまい 27.1 % 0.41 ±0.76 0.38 ±0.71 (0:0-1) 0.45 ±0.81 (0:0-1) 0.469
無気力 26.4 % 0.37 ±0.71 0.30 ±0.60 (0:0-0) < 0.45 ±0.80 (0:0-1) 0.037*
不眠 25.2 % 0.39 ±0.77 0.39 ±0.78 (0:0-0) 0.39 ±0.76 (0:0-1) 0.676
下痢 18.6 % 0.25 ±0.59 0.22 ±0.53 (0:0-0) 0.29 ±0.65 (0:0-0) 0.247
吐き気 15.2 % 0.23 ±0.61 0.21 ±0.61 (0:0-0) 0.25 ±0.62 (0:0-0) 0.205
注）　a：Mann-Whitney U検定を用いた．　*:p<0.05　**:p<0.01
　　　b:(中央値：四分位範囲)を示した．




























稚園児の母親に比べて保育所児の母親で不安感が高かった（全て p＜0.05）。  
『育ちへの不安感』は，子どもの人数による違いがみられ，子どもの人数が複数である
者に比べて 1 人である者で不安感が高かった（p＜0.05），  
『育児への肯定感』は，第 1 子が就学前である者で高く，睡眠時間が適正である者で高





N N 幼保間 各要因2群間
核家族 309 9.09 ±2.40 297 8.51 ±2.33
拡大家族 58 8.47 ±2.56 59 8.14 ±2.01
無職 250 9.24 ±2.49 18 9.06 ±2.84
有職 117 8.44 ±2.23 339 8.46 ±2.25
1人 54 8.54 ±2.47 88 8.25 ±2.15
複数 313 9.07 ±2.42 269 8.51 ±2.32
就学前 217 9.18 ±2.39 187 8.46 ±2.16
就学後 150 8.72 ±2.48 169 8.45 ±2.41
あり 319 8.78 ±2.33 318 8.30 ±2.28
なし 47 10.40 ±2.71 38 9.71 ±2.80
実践 218 8.64 ±2.31 207 8.29 ±2.10
非実践 149 9.50 ±2.53 149 8.65 ±2.50
実践 328 8.94 ±2.43 281 8.33 ±2.23
非実践 38 9.39 ±2.44 75 8.87 ±2.40
実践 190 8.86 ±2.43 214 8.39 ±2.26
非実践 175 9.10 ±2.42 142 8.54 ±2.32
実践 46 7.87 ±2.18 23 8.43 ±2.13
非実践 320 9.15 ±2.43 334 8.45 ±2.29
実践 328 9.00 ±2.39 304 8.41 ±2.22
非実践 39 8.90 ±2.82 51 8.75 ±2.58
実践 347 8.98 ±2.44 292 8.48 ±2.21
非実践 20 9.15 ±2.30 65 8.32 ±2.57
実践 255 8.98 ±2.42 247 8.50 ±2.22
非実践 97 9.28 ±2.47 71 8.44 ±2.57
健康 280 8.52 ±2.22 245 7.98 ±2.11
不健康 84 10.60 ±2.48 110 9.45 ±2.32
なし 116 8.16 ±2.24 94 7.72 ±2.10
あり 251 9.37 ±2.43 263 8.71 ±2.29
注）　a：二元配置分散分析を用いた．　*:p<0.05　**:p<0.01
         b：GHQ12得点が4点以上の不良状態を示した者を「不健康」，それ以外を「健康」とした．
























































N N 幼保間 各要因2群間
核家族 309 11.30 ±2.72 297 11.30 ±2.95
拡大家族 58 10.45 ±2.92 59 10.71 ±2.71
無職 250 11.27 ±2.80 18 10.67 ±2.83
有職 117 10.93 ±2.68 339 11.23 ±2.91
1人 54 11.43 ±2.61 88 11.10 ±2.97
複数 313 11.12 ±2.79 269 11.23 ±2.89
就学前 217 11.39 ±2.67 187 11.19 ±2.86
就学後 150 10.83 ±2.88 169 11.23 ±2.97
あり 319 11.06 ±3.79 318 11.20 ±2.85
なし 47 11.85 ±2.58 38 11.29 ±3.40
実践 218 11.04 ±2.66 207 11.35 ±2.90
非実践 149 11.34 ±2.92 149 10.99 ±2.93
実践 328 11.17 ±2.75 281 11.16 ±2.87
非実践 38 11.03 ±2.95 75 11.32 ±3.07
実践 190 11.05 ±2.86 214 11.19 ±2.94
非実践 175 11.26 ±2.66 142 11.23 ±2.88
実践 46 10.30 ±2.64 23 10.96 ±3.10
非実践 320 11.28 ±2.77 334 11.22 ±2.90
実践 328 11.11 ±2.63 304 11.19 ±2.93
非実践 39 11.64 ±3.71 51 11.41 ±2.79
実践 347 11.19 ±2.72 292 11.26 ±2.89
非実践 20 10.70 ±3.51 65 10.95 ±3.01
実践 255 11.16 ±2.85 247 11.23 ±2.92
非実践 97 11.29 ±2.64 71 11.10 ±3.09
健康 280 10.83 ±2.60 245 10.78 ±2.75
不健康 84 12.27 ±3.04 110 12.12 ±3.04
なし 116 10.49 ±2.54 94 10.43 ±2.34
あり 251 11.47 ±2.82 263 11.48 ±3.04
注）　a：二元配置分散分析を用いた．　*:p<0.05　**:p<0.01
         b：GHQ12得点が4点以上の不良状態を示した者を「不健康」，それ以外を「健康」とした．








































N N 幼保間 各要因2群間
核家族 309 10.38 ±2.51 297 10.69 ±2.68
拡大家族 58 9.60 ±2.57 59 10.75 ±2.73
無職 250 10.33 ±2.54 18 11.22 ±2.34
有職 117 10.11 ±2.52 339 10.67 ±2.70
1人 54 10.67 ±2.73 88 10.95 ±2.72
複数 313 10.19 ±2.49 269 10.61 ±2.67
就学前 217 10.50 ±2.51 187 10.91 ±2.53
就学後 150 9.91 ±2.53 169 10.46 ±2.84
あり 319 10.19 ±2.45 318 10.68 ±2.59
なし 47 10.72 ±3.00 38 10.84 ±3.44
実践 218 10.07 ±2.46 207 10.56 ±2.65
非実践 149 10.53 ±2.61 149 10.89 ±2.74
実践 328 10.28 ±2.53 281 10.58 ±2.63
非実践 38 10.11 ±2.62 75 11.07 ±2.81
実践 190 10.14 ±2.44 214 10.47 ±2.78
非実践 175 10.37 ±2.63 142 11.01 ±2.51
実践 46 9.26 ±2.23 23 10.22 ±2.68
非実践 320 10.40 ±2.55 334 10.73 ±2.69
実践 328 10.25 ±2.49 304 10.71 ±2.67
非実践 39 10.33 ±2.91 51 10.69 ±2.65
実践 347 10.26 ±2.52 292 10.79 ±2.65
非実践 20 10.20 ±2.80 65 10.26 ±2.82
実践 255 10.22 ±2.63 247 10.74 ±2.69
非実践 97 10.60 ±2.27 71 10.59 ±2.72
健康 280 9.86 ±2.37 245 9.92 ±2.56
不健康 84 11.56 ±2.65 110 12.37 ±2.13
なし 116 9.75 ±2.57 94 9.47 ±2.43
あり 251 10.49 ±2.48 263 11.13 ±2.64
注）　a：二元配置分散分析を用いた．　*:p<0.05　**:p<0.01
         b：GHQ12得点が4点以上の不良状態を示した者を「不健康」，それ以外を「健康」とした．












































N N 幼保間 各要因2群間
核家族 309 8.21 ±2.76 297 8.17 ±2.87
拡大家族 58 8.01 ±3.24 59 7.97 ±3.04
無職 250 8.28 ±2.86 18 7.44 ±2.97
有職 117 7.97 ±2.77 339 8.17 ±2.89
1人 54 8.96 ±2.93 88 8.33 ±2.86
複数 313 8.06 ±2.80 269 8.07 ±2.91
就学前 217 8.33 ±2.82 187 8.07 ±2.93
就学後 150 7.97 ±2.84 169 8.23 ±2.85
あり 319 8.14 ±2.78 318 8.12 ±2.85
なし 47 8.47 ±3.22 38 8.37 ±3.31
実践 218 7.95 ±2.82 207 8.20 ±2.84
非実践 149 8.52 ±2.83 149 8.05 ±2.98
実践 328 8.14 ±2.81 281 8.16 ±2.85
非実践 38 8.68 ±3.01 75 8.08 ±3.09
実践 190 8.20 ±2.91 214 8.02 ±2.77
非実践 175 8.21 ±2.75 142 8.30 ±3.09
実践 46 7.59 ±2.54 23 8.35 ±3.11
非実践 320 8.28 ±2.86 334 8.12 ±2.88
実践 328 8.19 ±2.82 304 8.17 ±2.92
非実践 39 8.18 ±2.97 51 8.04 ±2.76
実践 347 8.14 ±2.83 292 8.22 ±2.95
非実践 20 9.00 ±2.94 65 7.75 ±2.60
実践 255 8.24 ±2.92 247 8.09 ±2.80
非実践 97 8.05 ±2.64 71 8.25 ±3.18
健康 280 7.92 ±2.65 245 7.76 ±2.82
不健康 84 9.14 ±3.22 110 8.95 ±2.94
なし 116 7.93 ±2.54 94 7.70 ±2.71
あり 251 8.30 ±2.96 263 8.29 ±2.95
注）　a：二元配置分散分析を用いた．　*:p<0.05　**:p<0.01
         b：GHQ12得点が4点以上の不良状態を示した者を「不健康」，それ以外を「健康」とした．









































N N 幼保間 各要因2群間
核家族 309 13.86 ±1.98 297 13.81 ±2.17
拡大家族 58 13.81 ±2.20 59 13.58 ±2.50
無職 250 13.83 ±2.08 18 13.67 ±2.99
有職 117 13.91 ±1.86 339 13.78 ±2.18
1人 54 13.76 ±2.06 88 13.57 ±2.29
複数 313 13.87 ±2.01 269 13.84 ±2.20
就学前 217 13.91 ±1.99 187 14.04 ±1.87
就学後 150 13.77 ±2.05 169 13.46 ±2.53
あり 319 13.89 ±1.99 318 13.83 ±2.17
なし 47 13.60 ±2.15 38 13.32 ±2.64
実践 218 14.12 ±1.69 207 13.81 ±2.22
非実践 149 13.46 ±2.36 149 13.70 ±2.24
実践 328 13.88 ±1.97 281 13.86 ±2.14
非実践 38 13.55 ±2.34 75 13.86 ±2.46
実践 190 13.78 ±2.13 214 13.71 ±2.27
非実践 175 13.93 ±1.88 142 13.86 ±2.18
実践 46 14.30 ±1.96 23 13.87 ±2.62
非実践 320 13.78 ±2.01 334 13.87 ±2.20
実践 328 13.87 ±1.98 304 13.71 ±2.21
非実践 39 13.69 ±2.27 51 14.04 ±2.30
実践 347 13.90 ±1.96 292 13.85 ±2.13
非実践 20 13.10 ±2.67 65 13.42 ±2.60
実践 255 13.90 ±1.93 247 13.92 ±2.07
非実践 97 13.66 ±2.12 71 13.30 ±2.82
健康 280 13.98 ±2.01 245 13.93 ±2.19
不健康 84 13.39 ±1.97 110 13.41 ±2.30
なし 116 14.02 ±2.26 94 13.83 ±2.41
あり 251 13.78 ±1.88 263 13.75 ±2.16
注）　a：二元配置分散分析を用いた．　*:p<0.05　**:p<0.01
         b：GHQ12得点が4点以上の不良状態を示した者を「不健康」，それ以外を「健康」とした．





























































































幼 .259** .230** .142** .138** .046 -.104*
保 .238** .190** .137** .270** .100 -.039
幼 .392** .302** .259** .212** .093 -.127*
保 .366** .234** .208** .354** .136** -.144**
幼 .361** .275** .252** .217** .111* -.119*
保 .350** .230** .229** .329** .152** -.114*
幼 .256** .240** .192** .110* .001 -.066
保 .215** .157** .163** .265** .151** -.059
幼 .184** .168** .166** .093 .135** -.076
保 .209** .088 .059 .224** .140** -.044
幼 .233** .169** .131* .140** .114* -.055
保 .302** .201** .199** .277** .168** -.060
幼 .224** .158** .168** .119* .100 -.066
保 .293** .140** .121* .227** .047 -.128*
幼 .254** .172** .098 .133* .094 -.148**
保 .251** .188** .139** .235** .083 -.072
幼 .211** .159** .191** .163** .220** -.076
保 .141** .177** .163** .189** .141** -.141**
幼 .200** .223** .217** .178** .081 -.102
保 .100 .125* .065 .137** .057 .034
幼 .297** .198** .225** .213** .083 -.046
保 .223** .236** .176** .293** .168** -.101
幼 .176** .092 .171** .109* .118* -.111*
保 .326** .230** .265** .331** .178** -.204**
幼 .247** .121* .109* .056 .062 -.058
保 .198** .135* .104 .131* -.003 -.110*
幼 .263** .178** .107* .124* .141** -.150**
保 .286** .157** .111* .216** .078 -.058
幼 .430** .362** .316** .293** .089 -.182**
保 .361** .320** .357** .452** .151** -.138**
幼 .357** .250** .199** .204** .198** -.108*
保 .358** .157** .283** .292** .159** -.145**
幼 .465** .373** .317** .269** .180** -.193**
保 .501** .258** .218** .370** .127* -.193**
幼 .364** .273** .233** .238** .140** -.111*
保 .359** .176** .109* .269** .127* -.135*
幼 .368** .304** .288** .281** .180** -.185**










































1 歳から 6 歳児の子育てをする母親の精神的健康度を示す GHQ12 得点の平均値は
2.50±2.69 点であった。乳幼児の母親を対象に GHQ12 を用いて調査した先行研究 21-23)では




変数　 B SEB β t p
（定数） -.991 .835 -1.186 .236
育て方への不安感 .327 .043 .318 7.599 .000**
不定愁訴の自覚状況 .629 .117 .183 5.395 .000**
育児への束縛による負担感 .240 .048 .212 5.006 .000**
保育機関（幼稚園:1,保育所:0） -.458 .177 -.085 -2.587 .010*
育児への肯定感 -.123 .043 -.097 -2.840 .005**









































































































































































15）Breslow L，  Enstrom JE．Persistence of health habits and their relationship to mortality．














21 ） サ ン ・ ク ロ レ ラ 研 究 サ イ ト ． 女 性 の 健 康 状 態 に 関 す る 意 識 調 査 ．
http://lab-sunchlorella.jp/research/2012/09/30/research_934/，（参照 2014/06/15）．  
22）中川泰彬，大坊郁夫．日本版 GHQ 精神健康調査票：日本語版 GHQ12 の作成と解説．







24 ） 厚 生 労 働 省 ． 平 成 25 年 国 民 生 活 基 礎 調 査 の 概 況 ： 世 帯 員 の 健 康 状 況 ．  











































































調査対象は保育機関に通園する 1 歳～6 歳児の母親とした。調査協力に同意の得られた
保育機関は幼稚園 3 園，保育所 6 園，認定こども園 1 園であった。幼児の母親 1,239 人に
質問紙調査を依頼し 823 人の回答が得られた（回収率 66.4%）。うち欠損の多い調査票を除
外した 719 人を分析対象とした（有効回答率 58.0%）。  
 
2．調査期間 























12)。21 項目について 4 件法で回答を求め，1 点から 4 点に得点化し各因子で合計得点を算
出した（『子どもの態度・行為への負担感』：5-20 点，それ以外の因子：4-16 点）。本研究
における尺度全体の Cronbachα 係数は 0.82 で，おおむね高い内的整合性が認められた。  
 
3）健康に関する 7 つの生活習慣（以下，健康生活習慣）  
 Breslow L ら 13)が報告した７つの健康生活習慣をもとに，①睡眠時間，②朝食，③間食，
④運動，⑤飲酒，⑥喫煙，⑦適正体重に関する習慣の実践状況について質問項目を設けた。
乳幼児をもつ母親を対象に調査した先行研究を参考に 10,14)，各実践状況のうち①「1 日 7-8
時間の睡眠時間をとる」，②「朝食を毎日食べる」，③「間食をしない，時々食べる」，④「定
期的に運動する」，⑤「飲酒しない，適度に飲酒する」，⑥「喫煙しない，やめた」，⑦「適
正体重を維持する」を望ましい健康生活習慣とした。適正体重については Body Mass Index





の分類別に健康生活習慣実践数を比較するために，2 群間では Mann-Whitney U 検定，3
群間では Kruskal Wallis 検定を用いて検討した。 
② 育児感情各因子と各健康生活習慣の実践状況との関連を検討するために，Kruskal 







群を「1」，肯定的感情では「高」群を「1」とした。   
 















子どもを幼稚園に預ける母親は 48.3%，保育所は 44.2%，こども園は 7.5%であった。対
象者の平均年齢は 36.10±4.77 歳で，核家族世帯の割合は 81.1%，専業主婦の割合は 38.4%
であった。  








2．育児感情各因子と健康生活習慣の実践状況との関連（表 2）  
 望ましい健康生活習慣の実践率について，「1 日 7-8 時間の睡眠時間をとる」母親が 58.8%，
 
N Mean±SD or (%) range p a
平均 719 36.10±4.77 21-52
20歳代 54 (7.7%) 4.24 ±1.13
30歳代 478 (67.1%) 4.61 ±1.08
40歳以上 187 (25.3%) 4.65 ±1.02
幼稚園 347 (48.3%) 4.69 ±1.03
保育所 318 (44.2%) 4.47 ±1.11
こども園 54 (7.5%) 4.59 ±1.00
平均 718 2.07±0.75 1-5
1人 144 (20.1%) 4.71 ±1.10
2人 407 (56.7%) 4.64 ±0.98
3人 144 (20.1%) 4.35 ±1.21
4人以上 23 (3.2%) 4.48 ±1.24
第1子の年齢 平均 718 6.82±3.56 0-24
末子の年齢 平均 718 3.26±1.87 0-6
拡大家族 114 (15.9%) 4.41 ±1.08
核家族 582 (81.1%) 4.63 ±1.07
ひとり親家庭 22 (3.1%) 4.50 ±1.06
専業主婦 276 (38.4%) 4.67 ±1.05
正社員・正職員 122 (17.0%) 4.54 ±1.02
パート・アルバイト 272 (37.8%) 4.55 ±1.07
その他 49 (6.8%) 4.47 ±1.26
いる 634 (88.4%) 4.52 ±1.33
いない 83 (11.6%) 4.59 ±1.03
健康生活習慣
実践数 平均 719 4.59±1.07 0-7
育児感情得点 平均
育児への束縛による負担感 719 8.79±2.40 4-16
子どもの態度・行為への負担感 719 11.15±2.84 5-20
育て方への不安感 719 10.45±2.59 4-16
育ちへの不安感 719 8.12±2.88 4-16




























する」が 10.2%，「飲酒しない，適度に飲酒する」が 87.7%，「喫煙しない，やめた」が 88.5%，
「適正体重を維持する」が 75.8%であった。  
 育児感情各因子と各健康生活習慣の実践状況との関連を検討した。睡眠時間が「7-8 時
間」の母親に比べて「6 時間以下」の母親で『育児への束縛による負担感』が有意に高か











% N (%) p a p a p a p a p a
①6時間以下 285 (39.6%) ** **





①ほぼ毎日食べる 323 (44.9%) *
②時々食べる 305 (42.4%) ① > ③
③ほとんど食べない 91 (12.7%) ② > ③
①定期的に 73 (10.2%) ** *
②気が向いた時に 223 (31.0%) ③ > ① ① > ③
















































した。   
 













独立変数 B Odds Ratio p
睡眠時間
7-8時間:1 0.655 1.924 1.39 － 2.66 **
運動
定期的に行っている:1 0.940 2.561 1.37 － 4.80 **
就労状況
有職:1 0.469 1.598 1.14 － 2.23 **
育児協力者
有り:1 1.028 2.795 1.71 － 4.56 **
末子年齢












3）『育て方への不安感』に関連する要因（表 4）  
 母親の『育て方への不安感』に関連する要因として，睡眠時間，運動習慣，子どもの人
数の 3 項目が挙げられた。睡眠時間が適正であることで 1.4 倍，運動を定期的に行うこと









 母親の『育児への肯定感』に関連する要因として，睡眠時間，運動習慣の 2 項目が挙げ
られた。睡眠時間が適正であることで 1.4 倍，運動を定期的に行うことで 1.7 倍，肯定感
が高まりやすいことが示された。  
 
独立変数 B Odds Ratio p
睡眠時間
7-8時間:1 0.362 1.436 1.05 － 1.96 *
運動
定期的に行っている:1 0.709 2.033 1.16 － 3.56 *
子どもの人数


































独立変数 B Odds Ratio p
睡眠時間
7-8時間:1 0.305 1.357 1.00 － 1.83 *
運動
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調査協力の承諾が得られた A 県 2 市町の幼稚園 3 園，保育所 6 園，認定こども園 1 園に
通園する 1 歳から 6 歳児の母親を対象とした。1,239 人に質問紙調査を依頼し 823 人の回
答が得られた（回収率 66.4%）。このうち欠損の多い調査票を除き 763 人を分析対象とした
（有効回答率 61.6%）。  
 
2．調査期間 













 対象者の第 1 子妊娠前，妊娠中，現在における運動頻度について，「週 2 回以上」「週 1





















れ，信頼性，妥当性ともに確認されている 17)。21 項目について 4 件法で回答を求め，1 点
から 4 点に得点化し各因子で合計得点を算出した（『子どもの態度・行為への負担感』：5-20






うつ」等の計 18 項目を設けた。  
 
5）精神的健康度 
精神的な健康状態を測るために，日本版精神健康調査票（The General Health Questionnaire，
以下 GHQ）を用いた  21)。本調査では GHQ12 を使用し，2，3 週間前から現在の健康状態
について 4 件法で回答を求め，GHQ 採点法を用いて合計点を算出した（0-12 点）。得点が
高いほど精神的健康度が低いことを示し，3／4 点間を臨界点とし 4 点以上は精神的健康度








外にはχ2 検定を用いた。χ2 検定で有意差が認められた場合，残差分析を行った。  
② GHQ12 得点およびや育児感情得点を「運動実践群」と「運動非実践群」で比較するた























対象者の平均年齢は 36.03±4.65 歳，養育する子どもの平均人数は 2.05±0.75 人であった。
配偶者がいない者は 46 人（6.0%），核家族である者は 644 人（84.4%）であった。就労状
況について，専業主婦は 290 人（38.0%），正社員・正職員は 125 人（16.4%），パート・
アルバイトは 296 人（38.8%），その他は 52 人（6.8%）であった。子どもの預け先は，幼









N Mean±SD or % N Mean±SD or % N Mean±SD or %
平均 763 36.03±4.65 233 35.96±4.67 530 36.06±4.65 a 0.782
20歳代 58 (7.6%) 18 (7.7%) 40 (7.5%)
30歳代 512 (67.1%) 157 (67.4%) 355 (67.0%) b 0.984
40歳代以上 193 (25.3%) 58 (24.9%) 135 (25.5%)
平均 763 2.05±0.75 233 2.04±0.76 530 2.06±0.74 a 0.736
1人 162 (21.2%) 47 (20.2%) 115 (21.7%)
複数 601 (78.8%) 186 (79.8%) 415 (78.3%)
いる 717 (94.0%) 223 (95.7%) 494 (93.2%)
いない 46 (6.0%) 10 (4.3%) 36 (6.8%)
あり 119 (15.6%) 36 (15.5%) 83 (15.7%)
なし 644 (84.4%) 197 (84.5%) 447 (84.3%)
している 473 (62.0%) 137 (58.8%) 336 (63.4%)
していない 290 (38.0%) 96 (41.2%) 194 (36.6%)
幼稚園 361 (47.3%) 134 (57.5%) 227 (42.8%)
保育所 349 (45.7%) 80 (34.3%) 269 (50.8%) 0.000 **
こども園 53 (6.9%) 19 (8.2%) 34 (6.4%)
いる 676 (88.7%) 208 (89.7%) 468 (88.3%)
いない 86 (11.3%) 24 (10.3%) 62 (11.7%)
健康である 652 (85.5%) 207 (88.8%) 445 (84.0%)







































 母親の妊娠前，妊娠中，現在の運動実践状況を図 1 に示した。さらに，週 1 回以上運動
を実践していた，または，実践している母親の運動内容を表 2 に示した。  
 
1）妊娠前 


















週2回以上 週1回程度 月1-2回程度 行っていなかった/いない
図1． 妊娠前・妊娠中・現在における運動実践状況（N=763）
 
N (%) N (%) N (%)
フィットネスクラブ等でのトレーニング 66 (26.7%) 2 (0.7%) 7 (4.8%)
散歩・ウォーキング 62 (25.1%) 227 (82.5%) 42 (29.0%)
各種スポーツ 41 (16.6%) 3 (1.1%) 19 (13.1%)
ストレッチ 25 (10.1%) 17 (6.2%) 28 (19.3%)
水泳・水中ウォーキング 22 (8.9%) 21 (7.6%) 1 (0.7%)
ダンス・フラダンス 20 (8.1%) 4 (1.5%) 15 (10.3%)
ヨガ・マタニティヨガ 19 (7.7%) 31 (11.3%) 14 (9.7%)
ジョギング 14 (5.7%) 0 (0.0%) 4 (2.8%)
軽いエクササイズ・体操 11 (4.5%) 4 (1.5%) 11 (7.6%)
エアロビクス・マタニティビクス 10 (4.0%) 12 (4.4%) 16 (11.0%)
サイクリング 6 (2.4%) 0 (0.0%) 7 (4.8%)
その他 11 (4.5%) 4 (1.5%) 5 (3.4%)











人（15.7%），「月 1-2 回程度」100 人（13.1%），「行っていなかった」416 人（54.5%）であ







 妊娠中における運動実践状況は「週 2 回以上」185 人（24.2%），「週 1 回程度」91 人（11.9%），






 現在の運動実践状況は「週 2 回以上」76 人（10.0%），「週 1 回程度」69 人（9.0%），「月






運動行動変容の段階は，無関心期 229 人（30.1%），関心期 339 人（44.5%），準備期 125
人（16.4%），実行期 28 人（3.7%），維持期 41 人（5.4%）であった。運動や体を動かすこ






3．母親の育児感情，自覚する不定愁訴，精神的健康度（表 3，表 4） 
育児感情得点の平均は，育児への束縛による負担感 8.68±2.38 点，子どもの態度・行為




あった。精神的健康度を示す GHQ12 得点の平均は 2.52±2.70 点で，不良状態とされる 4 点




N Mean±SD N Mean±SD N Mean±SD
育児感情得点 747 228 519
8.68±2.38 8.34±2.40 < 8.83±2.36 0.008 **
(8:7-10) (9:7-10)
11.16±2.82 10.80±2.87 < 11.32±2.78 0.006 **
(10.5:9-12) (11:9-13)
10.47±2.57 9.88±2.59 < 10.73±2.52 0.000 **
(10:8-12) (11:9-12)
8.12±2.84 7.70±2.85 < 8.30±2.82 0.003 **
(7.5:5-9) (8:6-10)
13.84±2.11 14.15±1.97 > 13.71±0.15 0.005 **
(15:14.5-16) (14:13-15)






































N (%) N (%) N (%)
疲労感 484 (63.4%) 139 (59.7%) 345 (65.1%) 0.151
イライラ 469 (61.5%) 136 (58.4%) 333 (62.8%) 0.244
肩こり 445 (58.3%) 130 (55.8%) 314 (59.2%) 0.373
体のだるさ 433 (56.7%) 122 (52.4%) 311 (58.7%) 0.105
冷え 408 (53.5%) 125 (53.6%) 283 (53.4%) 0.949
頭痛・頭重感 381 (49.9%) 106 (45.5%) 275 (51.9%) 0.104
目の疲れ 371 (48.6%) 103 (44.2%) 268 (50.6%) 0.105
腰の痛み 370 (48.5%) 99 (42.5%) 271 (51.1%) 0.028 *
胃のもたれ・痛み 269 (35.3%) 67 (28.8%) 202 (38.1%) 0.013 *
憂うつ 248 (32.5%) 57 (24.5%) 191 (36.0%) 0.002 **
緊張 239 (31.3%) 67 (28.8%) 172 (32.5%) 0.310
むくみ 238 (31.2%) 64 (27.5%) 174 (32.8%) 0.141
便秘 221 (29.0%) 51 (21.9%) 170 (32.1%) 0.004 **
めまい 206 (27.0%) 51 (21.9%) 155 (29.2%) 0.035 *
無気力 206 (27.0%) 53 (22.7%) 153 (28.9%) 0.079
不眠 192 (25.2%) 48 (20.6%) 144 (27.2%) 0.054
下痢 145 (19.0%) 34 (14.6%) 111 (20.9%) 0.039 *













得点についても，運動実践群で有意に低い値を示した（p＜0.01）（表 3）。不定愁訴 18 項
目のうち，運動実践との関連がみられた症状は，「憂うつ」「便秘」（p＜0.01），「腰の痛み」
「胃のもたれ・痛み」「めまい」「下痢」（p＜0.05）で，運動実践群で症状を自覚する率が




N (%) N (%) N (%)
実践した 347 (45.5%) 154 (66.1%) 193 (36.4%)
実践しなかった 416 (54.5%) 79 (33.9%) 337 (63.6%)
実践した 369 (48.4%) 150 (64.4%) 219 (41.3%)
実践しなかった 394 (51.6%) 83 (35.6%) 311 (58.7%)
好き 490 (64.2%) 187 (80.3%) 303 (57.2%)










































N (%) N (%) N (%)
時間 655 (85.8%) 190 (81.5%) 465 (87.7%) 0.024 *
疲れていないこと 293 (38.4%) 70 (30.0%) 223 (42.1%) 0.002 **
費用 277 (36.3%) 86 (36.9%) 191 (36.0%) 0.818
家族の理解・協力 273 (35.8%) 86 (36.9%) 187 (35.3%) 0.666
健康な体・体力 263 (34.5%) 97 (41.6%) 166 (31.3%) 0.006 **
施設・場所 181 (23.7%) 59 (25.3%) 122 (23.0%) 0.491
仲間・友人 115 (15.1%) 39 (16.7%) 76 (14.3%) 0.394
教室・プログラム 86 (11.3%) 28 (12.0%) 58 (10.9%) 0.666
運動知識（方法,注意点） 69 (9.0%) 25 (10.7%) 44 (8.3%) 0.282
指導者 52 (6.8%) 22 (9.4%) 30 (5.7%) 0.056
その他※ 54 (7.1%) 16 (6.9%) 38 (7.2%) 0.881




















 1 歳から 6 歳児の育児をする母親 763 人のうち，全国調査が運動習慣者としている週 2
回以上の実践者は 10.0%であった。これは先行研究の報告 13,14)とほぼ同様の割合であった。
これらは国民健康・栄養調査 3)で報告された 20～40 歳代女性と比較して低いことから，育
児をする女性の運動実践状況は乏しい状況にあるといえる。また，過去の運動実践状況か











































を占めた。中年者では無関心期 26.7%，関心期 21.5%で，その割合は女性で高いこと 24)，
















































について分析した結果（有効回答率 61.6%），  
1） 運動習慣者の割合は 10.0%で，妊娠前および妊娠中と比べて減少していた。週 1 回以上
運動を実践する母親は，散歩・ウォーキングやストレッチ等，身近な場所で気軽にで
きる低強度の運動を行っていた。  

















3 ） 厚 生 労 働 省 ． 平 成  27 年 国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査 結 果 の 概 要 ． 2015 ， 25p ，
http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-10904750-Kenkoukyoku-Gantaisakukenkouzo
ushinka/kekkagaiyou.pdf，（参照 2017/09/16）．  
4）西村美八，竹森幸一，山本春江．20 歳代および 30 歳代女性のライフイベントと生活習
慣：結婚，妊娠，出産，育児の影響．日本公衛誌．2008-8，55(8)，p.503-510．  
































21 ） サ ン ・ ク ロ レ ラ 研 究 サ イ ト ． 女 性 の 健 康 状 態 に 関 す る 意 識 調 査 ．


























児童のいる世帯のうち核家族世帯は 73.5%で 2)，6 歳未満の子どもがいる核家族世帯におい































































 対象者の年齢，子どもの人数，主観的健康感，運動実施頻度についてたずねた。  
 
②気分状態の評価 






に示される換算表により T 得点を算出した。  
 
③身体的愁訴の主観的評価 
女性の不定愁訴を調査した先行研究 10-14)から，愁訴率の高い身体的愁訴 5 項目（「疲労
感」「肩こり」「腰の痛み」「頭痛・頭重」「体のだるさ」）を取り上げ，Visual Analogue Scale






























































れ，信頼性，妥当性ともに確認されている 17)。21 項目について 4 件法で回答を求め，1 点
から 4 点に得点化し各因子で合計得点を算出した（『子どもの態度・行為への負担感』：5-20
点，それ以外の因子：4-16 点）。得点が高いほど各育児感情が高いことを示す。   
 
5）分析方法 
① 対象者の特性について記述統計量を求めた。  
② POMS（T 得点）および身体的愁訴（VAS）について，ヨガ実践前後の変化を比較する
ために，Wilcoxon の符号付き順位検定を用いて検討した。  
③ 育児感情各因子と POMS（T 得点），身体的愁訴（VAS）について，各変数間における





















ヨガ教室に参加した母親 33 人の年齢は平均 36.12±5.99 歳（19-46 歳）であった。養育す
る子どもの人数は平均 1.76±0.66 人（1-4 人），子どもの平均年齢は 3.39±2.40 歳（0-13 歳）
であった。このところ「健康である」と自覚する母親は 24 人（72.7%），運動・スポーツ












緊張-不安 47.03 ±9.30 (46:39.5-54) 37.42 ±5.12 (36:33-41) 0.000 **
抑うつ 49.73 ±9.35 (45:43-56) 42.42 ±4.41 (40:40-43) 0.000 **
怒り-敵意 54.70 ±11.27 (55:45.5-64) 38.39 ±5.59 (36:36-36) 0.000 **
活気 45.67 ±7.00 (46:42-51) 50.24 ±10.06 (48:44-56) 0.004 **
疲労 54.64 ±11.01 (55:43-64) 40.12 ±6.36 (37:35-42) 0.000 **

















 育児感情の各因子得点と，POMS の下位尺度得点および身体的愁訴の VAS 値について，













疲労感 5.52 ±2.69 (6.0:3.7-7.7) 1.65 ±1.60 (1.3:0.0-2.9) 0.000 **
肩こり 6.20 ±2.71 (7.0:5.3-7.9) 1.75 ±1.60 (1.4:0.2-2.7) 0.000 **
腰の痛み 3.31 ±3.63 (1.3:0.0-7.2) 0.81 ±1.12 (0.0:0.0-1.5) 0.000 **
頭痛・頭重 2.38 ±2.73 (1.6:0.0-4.6) 0.70 ±1.24 (0.0:0.0-1.2) 0.000 **










次に，育児感情のうち否定的感情 4 因子の得点を高群と低群に分け，各群における POMS 















緊張-不安 0.309 0.248 0.384* 0.414* 0.176
抑うつ 0.314 0.157 0.267 0.190 0.056
怒り-敵意 0.434* 0.356* 0.573** 0.371* 0.027
活気 0.071 0.077 0.113 -0.141 0.359*
疲労 0.409* 0.197 0.513** 0.415* -0.101
混乱 0.598** 0.509** 0.709** 0.260 0.096
身体的愁訴　VAS
疲労感 0.343 0.268 0.382* 0.412* 0.073
肩こり 0.025 0.124 0.265 0.146 0.072
腰の痛み 0.021 0.108 0.025 0.325 -0.339
頭痛・頭重 -0.098 -0.120 -0.032 0.108 0.330






























































































































教室を開催した。ヨガ教室の開催は週 1 回程度，1 クール 10 回程度として，調査期間中に






対象者に向けて，1 クール中，初回（①開始時），5 回目（②開始 1 か月），最終回（③終了
時），最終回 1 か月後（④終了 1 か月後）に質問紙調査を実施した（図 2-1）。  
ヨガ教室に参加していない対照群に対しては，ヨガ実践群における①開始時，③終了時，












精神的な健康状態を測るために，日本版精神健康調査票（The General Health Questionnaire，
以下 GHQ）を用いた 18)。本調査では GHQ60 の短縮版として高い妥当性と信頼性をもった










































































































































































「体のだるさ」「肩こり」「イライラ」「憂うつ」等の計 18 項目を設けて評価を求めた。  
 
④育児感情 
研究 1 と同じ調査項目を用いた。   
 
5）分析方法 
① 対象者の特性について記述統計量を求めた。  
② ヨガ実践群と対照群における GHQ12 および不定愁訴（VAS），育児感情各因子の経時
変化を比較するために，Friedman 検定を用いて検討した。  
③ 経時的な変化をヨガ実践群と対照群で比較するために Mann-Whitney U 検定を用いた。 
 
















対象者の特性について表 2-1 に示す。対象者 52 人の平均年齢は 37.52±3.42 歳（29-45 歳）






 ヨガ実践群 41 人におけるヨガ教室への参加状況について，1 クールの期間中，母親は平
均 7.60±1.88 回（3-10 回）参加した。調査開始時，18 項目の不定愁訴の中で母親が強く感
じていた症状は，「イライラ」「肩こり」「疲労感」「体のだるさ」「むくみ」であった。 
週 1 回のヨガを継続して実践した母親の GHQ12 得点，不定愁訴 VAS 値，育児感情各因




N Mean±SD or % N Mean±SD or % N Mean±SD or %
年齢 平均 52 37.52±3.42 41 38.39±2.64 11 34.27±4.10 a 0.008 **
子どもの人数 平均 52 2.00±0.71 41 2.05±0.63 11 1.82±0.98 a 0.737
核家族 46 (88.5%) 37 (90.2%) 9 (81.8%)
拡大家族 6 (11.5%) 4 (9.8%) 2 (18.2%)
無職 48 (92.3%) 38 (92.7%) 10 (90.9%)
有職 4 (7.7%) 3 (7.3%) 1 (9.1%)
いる 48 (92.3%) 38 (92.7%) 10 (90.9%)
いない 4 (7.7%) 3 (7.3%) 1 (9.1%)
満足している 42 (97.7%) 32 (100.0%) 10 (90.9%)
満足していない 1 (2.3%) 0 (0.0%) 1 (9.1%)
満足している 39 (75.0%) 34 (82.9%) 5 (45.5%)
満足していない 13 (25.0%) 7 (17.1%) 6 (54.5%)
健康である 46 (88.5%) 37 (90.2%) 9 (81.8%)
健康でない 6 (11.5%) 4 (9.8%) 2 (18.2%)
運動している 7 (13.5%) 4 (9.8%) 3 (27.3%)
運動していない 45 (86.5%) 37 (90.2%) 8 (72.7%)







































GHQ12 得点，不定愁訴 VAS 値，育児感情各因子得点について，①開始時，③終了時，







GHQ12 13.97 ±4.97 (13: 10- 17) 11.14 ±4.23 (11: 9- 13) 10.76 ±4.65 (11: 8- 14) 0.013 * ①>③
疲労感 5.69 ±2.54 (6: 4- 8) 5.07 ±2.61 (6: 2- 7) 4.60 ±2.24 (5: 3- 7) 0.157
体のだるさ 5.66 ±2.71 (6: 3- 8) 4.74 ±2.77 (6: 2- 7) 4.42 ±2.24 (5: 3- 6) 0.005 ** ①>③
肩こり 5.92 ±2.80 (6: 4- 8) 4.01 ±2.78 (5: 1- 6) 3.73 ±2.89 (5: 0- 6) 0.004 ** ①>③
腰の痛み 4.12 ±3.85 (4: 0- 8) 2.64 ±2.89 (2: 0- 3) 2.92 ±3.41 (1: 0- 5) 0.043 *
頭痛・頭重感 3.47 ±3.54 (2: 0- 7) 3.00 ±2.97 (2: 0- 6) 2.71 ±2.91 (1: 0- 5) 0.178
目の疲れ 3.42 ±3.50 (2: 0- 7) 3.61 ±2.88 (3: 1- 7) 3.25 ±3.39 (3: 0- 6) 0.356
胃もたれ･痛み 2.77 ±3.43 (1: 0- 6) 1.97 ±2.57 (1: 0- 3) 2.52 ±2.86 (1: 0- 6) 0.401
便秘 2.90 ±3.52 (1: 0- 6) 1.92 ±2.66 (0: 0- 3) 2.64 ±3.32 (0: 0- 7) 0.065
下痢 1.16 ±2.34 (0: 0- 1) 1.34 ±2.24 (0: 0- 2) 1.54 ±2.87 (0: 0- 1) 0.944
冷え 4.25 ±3.58 (5: 0- 7) 3.84 ±3.24 (3: 0- 7) 3.38 ±2.83 (3: 0- 6) 0.236
むくみ 4.71 ±3.52 (6: 2- 8) 3.83 ±3.25 (4: 0- 7) 3.39 ±3.01 (4: 0- 6) 0.068
吐き気 1.31 ±2.76 (0: 0- 1) 0.71 ±1.69 (0: 0- 1) 1.11 ±2.15 (0: 0- 1) 0.328
めまい 1.71 ±2.84 (0: 0- 2) 2.11 ±2.86 (0: 0- 4) 2.12 ±2.98 (0: 0- 5) 0.984
イライラ 5.93 ±3.07 (6: 5- 9) 4.81 ±2.42 (5: 3- 7) 5.32 ±2.54 (6: 4- 7) 0.315
緊張 3.56 ±3.14 (3: 0- 6) 3.31 ±3.13 (2: 0- 6) 3.18 ±2.96 (4: 0- 6) 0.420
憂うつ 3.82 ±3.45 (3: 0- 7) 2.75 ±2.79 (2: 0- 6) 2.77 ±3.04 (2: 0- 5) 0.446
不眠 2.51 ±3.12 (1: 0- 6) 1.83 ±2.01 (1: 0- 3) 2.40 ±3.16 (0: 0- 5) 0.917
無気力 3.60 ±2.94 (4: 0- 6) 2.08 ±2.53 (1: 0- 5) 2.09 ±2.29 (1: 0- 4) 0.030 *
育児への束縛
による負担感 10.52 ±2.31 (11: 9- 12) 9.83 ±2.80 (9: 8- 12) 9.83 ±2.48 (10: 8- 12) 0.102
子どもへの態度・
行為への負担感 13.10 ±2.66 (13: 11- 15) 13.00 ±2.83 (13: 11- 15) 12.79 ±2.92 (12: 11- 15) 0.590
育て方への
不安感 11.00 ±2.52 (11: 10- 12) 11.28 ±2.58 (12: 10- 12) 10.72 ±2.63 (11: 10- 13) 0.047 *
育ちへの
不安感 9.55 ±3.28 (10: 7- 12) 9.03 ±3.16 (9: 6- 12) 9.24 ±3.35 (11: 6- 12) 0.350
育児への




















GHQ12 13.06 ±5.10 (13: 9- 16) 9.89 ±4.54 (10: 6- 14) 12.19 ±4.65 (12: 9- 15) 0.007 ** ①>③
疲労感 5.60 ±2.27 (6: 5- 7) 4.14 ±2.32 (5: 2- 6) 5.39 ±2.29 (6: 4- 7) 0.031 * ①>③
体のだるさ 5.68 ±2.43 (6: 5- 7) 4.34 ±2.46 (5: 2- 6) 5.33 ±2.20 (6: 4- 7) 0.030 * ①>③
肩こり 5.90 ±2.74 (6: 4- 8) 4.23 ±3.09 (5: 1- 7) 4.62 ±3.63 (5: 1- 8) 0.059
腰の痛み 4.01 ±3.66 (4: 0- 7) 3.39 ±3.37 (2: 0- 6) 3.92 ±3.00 (5: 0- 6) 0.539
頭痛・頭重感 3.24 ±3.41 (2: 0- 7) 3.02 ±3.15 (2: 0- 6) 4.10 ±3.24 (4: 1- 7) 0.287
目の疲れ 3.83 ±3.42 (4: 0- 7) 3.43 ±3.35 (3: 0- 6) 4.46 ±3.49 (5: 0- 7) 0.179
胃もたれ･痛み 2.90 ±3.36 (2: 0- 6) 2.76 ±2.78 (2: 0- 5) 2.71 ±3.37 (1: 0- 5) 0.269
便秘 2.56 ±3.23 (1: 0- 5) 2.12 ±2.94 (0: 0- 5) 2.26 ±2.83 (1: 0- 5) 0.233
下痢 1.31 ±2.45 (0: 0- 1) 1.54 ±2.76 (0: 0- 1) 1.99 ±2.91 (0: 0- 4) 0.810
冷え 3.99 ±3.58 (4: 0- 7) 4.05 ±3.11 (5: 1- 7) 4.46 ±3.28 (5: 1- 7) 0.330
むくみ 4.50 ±3.42 (5: 1- 8) 3.01 ±2.95 (2: 0- 6) 3.95 ±3.17 (4: 1- 7) 0.003 ** ①>③
吐き気 1.16 ±2.50 (0: 0- 1) 0.83 ±1.87 (0: 0- 0) 2.02 ±2.98 (0: 0- 5) 0.083
めまい 2.04 ±2.95 (0: 0- 4) 1.96 ±2.92 (0: 0- 5) 2.48 ±3.12 (1: 0- 6) 0.058
イライラ 5.51 ±3.01 (6: 5- 8) 4.78 ±2.58 (6: 3- 6) 5.87 ±2.60 (7: 5- 8) 0.060
緊張 3.06 ±3.00 (2: 0- 5) 3.04 ±2.88 (2: 0- 5) 3.37 ±3.05 (3: 0- 6) 0.251
憂うつ 3.25 ±3.11 (3: 0- 6) 2.39 ±2.76 (2: 0- 3) 3.24 ±2.62 (2: 1- 5) 0.143
不眠 2.40 ±3.10 (1: 0- 5) 2.34 ±3.12 (1: 0- 5) 2.12 ±2.88 (1: 0- 3) 1.000
無気力 3.03 ±2.70 (3: 0- 5) 2.04 ±2.33 (1: 0- 4) 2.34 ±2.37 (2: 0- 5) 0.075
育児への束縛
による負担感 9.78 ±2.15 (10: 8- 12) 9.31 ±2.27 (9: 7- 11) 9.14 ±2.02 (9: 8- 11) 0.013 * ①>④
子どもへの態度・
行為への負担感 12.44 ±2.74 (12: 11- 14) 12.17 ±2.89 (12: 10- 15) 12.14 ±2.55 (12: 10- 14) 0.371
育て方への
不安感 10.78 ±2.49 (11: 9- 12) 10.33 ±2.48 (10: 9- 12) 10.56 ±2.63 (11: 8- 12) 0.243
育ちへの
不安感 9.06 ±3.12 (9: 7- 12) 8.92 ±2.95 (9: 7- 12) 9.00 ±2.80 (9: 7- 12) 0.962
育児への















GHQ12 14.09 ±8.04 (12: 9- 21) 14.64 ±5.66 (12: 11- 19) 15.09 ±7.93 (14: 11- 23) 0.414
疲労感 5.85 ±3.05 (6: 4- 9) 6.93 ±2.37 (8: 5- 9) 7.30 ±1.63 (7: 6- 9) 0.310
体のだるさ 5.60 ±2.88 (6: 4- 9) 6.68 ±2.48 (7: 5- 9) 6.75 ±2.58 (8: 6- 8) 0.350
肩こり 4.28 ±3.99 (5: 0- 8) 5.02 ±3.83 (6: 0- 8) 5.60 ±3.09 (7: 5- 8) 0.387
腰の痛み 4.27 ±3.32 (5: 0- 6) 4.15 ±3.13 (5: 1- 7) 3.54 ±3.63 (2: 0- 8) 0.828
頭痛・頭重感 3.25 ±3.29 (3: 0- 7) 3.06 ±3.38 (1: 0- 6) 4.07 ±3.03 (5: 1- 6) 0.206
目の疲れ 4.52 ±3.46 (4: 2- 8) 4.61 ±3.60 (5: 1- 7) 4.97 ±3.54 (6: 1- 8) 0.562
胃もたれ･痛み 3.78 ±3.60 (4: 0- 7) 2.33 ±3.00 (1: 0- 5) 3.04 ±3.31 (1: 0- 7) 0.462
便秘 2.35 ±2.89 (1: 0- 5) 1.66 ±2.76 (0: 0- 2) 1.40 ±1.99 (0: 0- 3) 0.507
下痢 1.84 ±2.39 (0: 0- 5) 2.38 ±3.47 (0: 0- 5) 1.96 ±3.06 (0: 0- 3) 0.698
冷え 3.48 ±3.88 (2: 0- 7) 2.75 ±2.94 (3: 0- 5) 1.86 ±2.71 (0: 0- 5) 0.289
むくみ 2.50 ±2.40 (3: 0- 4) 4.65 ±3.51 (6: 1- 7) 3.42 ±3.90 (1: 0- 7) 0.092
吐き気 1.65 ±2.77 (0: 0- 6) 1.05 ±2.23 (0: 0- 2) 1.34 ±2.53 (0: 0- 1) 0.846
めまい 1.79 ±2.54 (0: 0- 3) 1.74 ±2.25 (1: 0- 3) 2.25 ±2.66 (1: 0- 5) 0.261
イライラ 6.84 ±2.55 (7: 5- 10) 7.12 ±2.14 (7: 5- 10) 7.07 ±2.58 (7: 6- 10) 0.614
緊張 2.66 ±2.18 (3: 0- 5) 3.87 ±2.31 (5: 1- 5) 3.46 ±2.91 (5: 0- 6) 0.735
憂うつ 3.24 ±3.26 (2: 0- 6) 3.76 ±2.75 (3: 1- 6) 5.03 ±4.00 (5: 0- 9) 0.382
不眠 1.76 ±2.66 (0: 0- 4) 1.67 ±2.41 (0: 0- 5) 2.34 ±3.09 (0: 0- 6) 0.382
無気力 2.65 ±3.53 (1: 0- 5) 2.90 ±3.59 (1: 0- 6) 3.82 ±3.40 (5: 0- 5) 0.508
育児への束縛
による負担感 9.18 ±2.14 (8: 8- 11) 8.91 ±2.63 (8: 7- 10) 9.27 ±2.20 (8: 8- 11) 0.417
子どもへの態度・
行為への負担感 11.64 ±2.62 (11: 9- 15) 12.09 ±2.63 (11: 10- 13) 11.73 ±2.49 (12: 10- 13) 0.592
育て方への
不安感 11.45 ±2.66 (11: 9- 14) 11.36 ±3.07 (11: 8- 15) 10.73 ±2.83 (10: 8- 13) 0.629
育ちへの
不安感 9.82 ±3.03 (8: 8- 13) 9.55 ±3.36 (8: 7- 12) 9.91 ±2.95 (8: 8- 12) 0.227
育児への
肯定感 13.91 ±1.76 (14: 13- 15) 13.73 ±1.62 (13: 13- 15) 13.73 ±1.62 (14: 12- 15) 0.911
注）　a：Friedman検定を用いた．有意差がみられた項目には多重比較を行った．　*:p<0.05　**:p<0.01
　　　b:(中央値：四分位範囲)を示した．
p 値Mean±SD (Median:IQR)b Mean±SD (Median:IQR)b Mean±SD (Median:IQR)b
表2-4．対照群における精神的健康度，不定愁訴，育児感情の変化
対照群（N=11）













































































さらに，③終了時および④終了後 1 か月時における GHQ12 得点，不定愁訴の VAS 値，
育児感情各因子得点の変化量を算出し，ヨガ実践群と対照群における変化量の差を検討し










GHQ12 -3.29 ±5.65 (-3: -7.0- 0.0) 0.55 ±4.18 (0.0: -1.0- 5.0) 0.001 **
疲労感 -1.37 ±2.67 (-1.2: -2.8- 0.2) 1.07 ±2.73 (0.0: -0.3- 0.7) 0.002 **
体のだるさ -1.26 ±3.08 (-1.6: -2.6- 0.3) 1.08 ±2.84 (0.0: -0.2- 0.9) 0.325
肩こり -1.72 ±3.67 (-2.2: -3.5- 0.0) 0.74 ±2.38 (0.0: -0.4- 0.3) 0.002 **
腰の痛み -1.06 ±4.28 (0.0: -3.1- 1.0) -0.12 ±1.02 (0.0: -0.6- 0.5) 0.114
頭痛・頭重感 -0.38 ±3.08 (0.0: -2.1- 0.7) -0.18 ±0.73 (0.0: -0.6- 0.0) 0.313
目の疲れ -0.48 ±2.69 (0.0: -1.9- 0.4) 0.09 ±1.49 (0.0: -1.1- 0.9) 0.2
胃もたれ･痛み -0.20 ±2.82 (0.0: -2.1- 0.7) -1.45 ±2.61 (-0.2: -3.7- 0.5) 0.524
便秘 -0.20 ±2.23 (0.0: -1.1- 0.1) -0.69 ±1.35 (0.0: -0.6- 0.0) 0.405
下痢 0.13 ±2.24 (0.0: -0.7- 0.0) 0.55 ±2.54 (0.0: 0.0- 1.0) 0.732
冷え -0.13 ±3.43 (0.0: -2.4- 1.7) -0.74 ±2.82 (0.0: -2.3- 0.0) 0.756
むくみ -1.21 ±2.47 (-1.2: -3.2- 0.0) 2.15 ±2.78 (1.9: 0.0- 4.2) 0.003 **
吐き気 -0.23 ±1.82 (0.0: -0.3- 0.0) -0.60 ±2.08 (0.0: -0.2- 0.0) 0.234
めまい -0.01 ±1.96 (0.0: -0.4- 0.0) -0.05 ±1.36 (0.0: 0.0- 0.5) 0.672
イライラ -0.77 ±2.62 (-0.5: -2.6- 1.1) 0.28 ±1.67 (-0.4: -0.6- 0.0) 0.079
緊張 -0.22 ±3.18 (0.0: -2.7- 1.9) 1.21 ±3.29 (1.2: -0.3- 4.6) 0.654
憂うつ -0.94 ±3.31 -(0.4: -2.7- 0.1) 0.53 ±2.57 (0.0: -1.7- 1.5) 0.023 *
不眠 -0.11 ±3.41 (0.0: -1.1- 1.1) -0.09 ±1.98 (0.0: -1.6- 0.0) 0.952
無気力 -1.11 ±2.56 (-0.7: -2.5- 0.0) 0.25 ±2.97 (0.0: -1.2- 0.0) 0.005 **
育児への束縛
による負担感 -0.54 ±1.58 (0.0: -1.5- 1.0) -0.27 ±1.19 (0.0: -1.0- 0.0) 0.037 *
子どもへの態度・
行為への負担感 -0.15 ±1.59 (0.0: -1.0- 1.0) 0.45 ±1.75 (1.0: -1.0- 2.0) 0.735
育て方への
不安感 -0.32 ±1.94 (0.0: -1.0- 1.0) -0.09 ±1.30 (0.0: -1.0- 1.0) 0.244
育ちへの
不安感 -0.17 ±1.69 (0.0: -1.0- 1.0) -0.27 ±1.19 (0.0: -1.0- 0.0) 0.603
育児への













GHQ12 -0.86 ±6.52 (-1: -5.0- 3.8) 1.00 ±5.88 (1.0: -2.0- 6.0) 0.320
疲労感 -0.21 ±3.02 (-0.1: -1.5- 1.4) 1.45 ±2.65 (1.1: -0.3- 2.1) 0.110
体のだるさ -0.35 ±2.91 (-0.7: -2.4- 1.6) 1.15 ±3.24 (0.7: -1.5- 2.1) 0.125
肩こり -1.28 ±4.27 (-0.9: -4.2- 1.8) 1.32 ±4.98 (0.5: -0.2- 5.7) 0.097
腰の痛み -0.09 ±4.08 (0.0: -2.4- 2.2) -0.74 ±3.95 (0.0: -5.0- 1.7) 0.632
頭痛・頭重感 0.86 ±4.04 (0.1: -1.4- 4.6) 0.83 ±2.32 (0.0: -0.6- 1.0) 0.781
目の疲れ 0.64 ±3.21 (0.0: -0.5- 2.1) 0.45 ±2.34 (0.2: -1.5- 0.7) 0.900
胃もたれ･痛み -0.19 ±3.51 (0.0: -1.3- 1.0) -0.75 ±3.39 (0.0: -2.2- 0.9) 0.819
便秘 -0.30 ±2.93 (0.0: -1.2- 0.2) -0.95 ±2.07 (0.0: -3.3- 0.1) 0.550
下痢 0.67 ±2.88 (0.0: -0.4- 0.2) 0.13 ±3.01 (0.0: -1.2- 1.0) 0.938
冷え 0.47 ±4.23 (0.2: -1.9- 2.2) -1.62 ±2.53 (0.0: -3.5- 0.0) 0.065
むくみ -0.55 ±3.10 (-0.6: -2.6- 0.2) 0.92 ±2.76 (0.0: -1.6- 2.7) 0.127
吐き気 0.86 ±3.00 (0.0: -0.2- 0.6) -0.32 ±2.88 (0.0: -0.2- 1.1) 0.886
めまい 0.43 ±2.15 (0.0: -0.2- 0.6) 0.45 ±3.10 (0.2: 0.0- 2.6) 0.425
イライラ 0.36 ±3.30 (0.0: -1.7- 2.1) 0.24 ±2.70 (0.3: -1.8- 2.1) 0.920
緊張 0.31 ±2.98 (0.0: -1.7- 2.7) 0.80 ±2.86 (0.0: -0.2- 3.6) 0.528
憂うつ 0.00 ±3.12 (-0.2: -2.0- 2.0) 1.79 ±3.29 (1.5: 0.0- 3.6) 0.080
不眠 -0.28 ±2.65 (0.0: -1.3- 0.8) 0.57 ±1.36 (0.0: 0.0- 2.3) 0.235
無気力 -0.69 ±2.89 (-1: -2.4- 0.3) 1.16 ±2.66 (0.0: -0.2- 3.2) 0.081
育児への束縛
による負担感 -0.64 ±1.57 (-1: -1.0- 0.0) 0.09 ±1.04 (0.0: -1.0- 1.0) 0.069
子どもへの態度・
行為への負担感 -0.31 ±1.70 (0.0: -1.8- 1.0) 0.09 ±2.39 (1.0: -2.0- 2.0) 0.647
育て方への
不安感 -0.22 ±2.28 (0.0: -1.0- 1.8) -0.73 ±1.68 (0.0: -2.0- 0.0) 0.617
育ちへの
不安感 -0.06 ±1.98 (0.0: -1.0- 1.0) 0.09 ±1.14 (0.0: -1.0- 1.0) 0.679
育児への




















































1 クール 10 回程度のヨガ教室を継続して開催したところ，平均 7，8 回の参加がみられ
た。子どもの急病や園行事等により定期的に参加することが難しいと思われるものの，母
















健康な成人女性が週 1 回の頻度で 12 週間ヨガを実践したところ，不安や抑うつ，怒り，疲































































http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa16/dl/02.pdf，（参照 2017/10/12）．  
3）総務省統計局．平成 28 年社会生活基本調査結果：生活時間に関する結果．2017，












http://www.nibiohn.go.jp/files/2011mets.pdf，（参照 2017/10/12）．  
8）古宮昇．ヨガの，心身の健康効果についての文献リビュー．大阪経大論集．2008-9，59(3)，
p.139-147．  










15）Monk TH．A Visual Analogue Scale technique to measure global vigor and affect. Psychiatry 













21 ） サ ン ・ ク ロ レ ラ 研 究 サ イ ト ． 女 性 の 健 康 状 態 に 関 す る 意 識 調 査 ．
















29）Kazufumi Yoshihara; Tetsuya Hiramoto; Takakazu Oka et al. Effect of 12 weeks of yoga 
training on the somatization, psychological symptoms, and stress-related biomarkers of healthy 
women. Biopsychosoc Medicine. 2014, 8(1), p.1-9, doi. 10.1186/1751-0759-8-1. 
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3892034/, (cited 2017/10/14) 
30 ） Kazufumi Yoshihara; Tetsuya Hiramoto; Chiharu Kudo. Profile of mood states and 
stress-related biochemical indices in long-term yoga practitioners. Biopsychosoc Medcine.  
2011, 5(6). p.1-7, doi. 10.1186/1751-0759-5-6. https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/ 
PMC3125330/, (cited 2017/10/14) 
31）A.J.Daley; H.J.Stokes-Lampard; C.MacArthur. Exercise to reduce vasomotor and other 
menopausal symptoms: A review. Maturitas. 2009, 63(3), p.176-180. 




and Depressive Symptoms in Middle-Aged Women.  American Journal of Preventive 














































を検討した。幼稚園，保育所，こども園に通園する 1 歳から 6 歳児の母親 763 人を分析対
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